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写真 11 AEP への参加を促す日本選手団の掲示板 

 

これまでの YOG では、文化・教育プログラムの中

に植樹（第 1 回夏季大会 シンガポール 2010）や

発電（第 2 回夏季大会 南京 2014）といった内容

は異なるものの「環境」への啓発は、第１回大会

から継続されており、アスリートへの環境教育の

一面としても期待されていた。 

それは、オリンピズムに「環境」が加わり、それ

に呼応して IOC の組織内に環境問題を扱う個別委

員会が設置された背景からも、環境への取り組み

が重要視されていたことがみてとれる。しかし本

大会では、開会式式典における演出プログラムと

同様、取り扱いは無かった。 

 

3. 一般参加型の文化・教育プログラムに

ついて 

大会期間中各会場には、連日子ども連れの家族は

もちろんのこと、平日にもかかわらず学校のクラ

ス単位での来場も多く見受けられた。なぜなら大

会組織委員会は、“The School goes to the Games 

programme”を実施しており、子どもたちを会場へ

連れだし、新たなスポーツの体験を呼びかけてい

たからだ。会場にはアーバンスポーツの体験コー

ナーが準備されており、3×3 をはじめ、インライ

ンスケートやスケートボード、ローイング、さら

に高い柵を越えたり、壁をよじ登ったりして、よ

り早く目標の地点を目指すパルクールという新た

なスポーツなどの体験イベントを行っていた（写

真 12,13,14,15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 12 学校のクラス単位で多くの子どもたち

が来場していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 13 バスケットボール（3×3）の体験コーナ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14 インラインスケートの体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 15 ローイングの体験コーナー 
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競技会場は満員御礼で、そのほとんどに入場制限

がかかり、パスがあっても試合会場に入れない光

景もよく目にした。その代わりに、一般参加型の

文化・教育プログラムのブースを訪れ、子どもた

ちは積極的に参加しているようであった。また、

会場の一つであるユースオリンピックパーク内の

オリンピックセンターには、子どもたちが遊びな

がら学べるような様々な工夫がなされたテントが

連なっていた。例えば、国際連合児童基金（UNICEF）

のブースでは、コンピューターゲームを通じて参

加国・地域や YOG の種目について学ぶことができ

る。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）のブース

には、2016 年のリオデジャネイロオリンピックで

初めて結成された「難民オリンピック選手団」を

紹介するパネル展示がされていた。UNHCR のブー

スでは、リオ大会に難民選手団の一員として参加

したシリア出身、ユスラ・マルディニ選手（水泳）

が広報活動を行っていた。さらに国際オリンピッ

ク・アカデミー（IOA）のブースでは、オリンピズ

ムの普及・教育やオリンピック研究について、活

動 の 様 子 を 来 場 者 に 説 明 し て い た （ 写 真

16,17,18,19）。最終的には、YOG 大会期間中に子

どもたちが色々な会場を訪れ、新たな学びやスポ

ーツに挑戦した人数は 200,000 人にも及ぶ7。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16 会場内には子どもたちが遊びながら学

べるブースが設置されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 17 UNICEF のブースではコンピューターゲ

ームを通じて YOG について学べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 18 UNHCRのブースではシリア出身のユスラ・マ

ルディニ選手が広報活動を行っていた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 19 IOA による来場者へのオリンピズム普及

のためのブース 

 

Ⅳ. YOG アルゼンチン大会にみる環境 

問題への取り組み 

BAYOGOC は、持続可能な YOG を開催するため、開

催前からの取り組みとしてブエノスアイレス市内

周辺にペットボトルの回収ボックス「グリーンポ
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イント」を設置した。集まったボトルは粉砕され、

再生プラスチックボトルの素材として利用し、3D

プリンターで礎石を制作して選手村の竣工式にあ

わせて披露されている8。また、選手村内には、使

用済みの小型家電を使って製作された地球のオブ

ジェが展示されていた（写真 20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 20 選手村に展示されている廃品から製作

された地球のオブジェ 

 

さらに、一般向け環境教育活動の一環として、ブ

エノスアイレス市内の北部にある公園地区「ボス

ケス・デ・パレルモ」に位置するグリーンパーク

では、環境保全をテーマにしており、IOC のトッ

プスポンサーであるトヨタが、環境技術に関する

展示を実施していた。大会公式車両にも使用され

ているプリウスを出展し、ハイブリッド車を紹介

するほか、持続可能な社会の実現に貢献するため

の新たな企業のチャレンジとして策定している

「トヨタ環境チャレンジ 2050」に絡め、子どもを

対象に、楽しくサステイナビリティについて学べ

るアクティビティを実施した。 

しかし、インフラ面においては、既存施設の活用

や会場内での 2 分別ボックスが設置されている程

度にとどまっていた（写真 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 21 会場に設置されている 2分別のボックス 

 

Ⅴ. Olympism in Action Forum から見 

える今後の展望 

今回は YOG 開催に先駆けて、IOC の初の試みであ

る「Olympism in Action Forum」が 10 月 6 日、7

日の 2 日間に渡り開催された。この会議は幅広い

分野に及ぶ研修やシンポジウム形式で進行された

が、スポーツと環境の持続可能性やスポーツを通

じた平和の構築、さらに目下スポーツ界が直面し

ているハラスメントや性的虐待、女性のスポーツ

参画、オリンピック難民チームの編成、これまで

に IOC が取り組んできたアンチドーピングの運動

などについての問題提起がなされた（写真

22,23,24,25）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22 潘基文前国連事務総長による平和をテ

ーマにした講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 23 ロシアによる組織的なドーピング問題

について告発者が Skype で参加した 
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写真 24 女性のスポーツ参画について議論された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 25 オリンピック難民チームのメンバーが

登壇した 

 

今回の Olympism in Action Forum は、2014 年 12

月にオリンピックの中長期改革計画として公表さ

れた「オリンピック・アジェンダ 2020」の見直し

も兼ねた会議の様相であった。なかでも活発に議

論がなされた点は、「招致に際し既存の競技施設や

一時的会場の活用を促進し、開催都市や開催国以

外での一部競技の開催を認める」、「男女平等の観

点から男性と女性の参加率 50％を目標とし、男女

混合団体種目の採用を推奨する」、「性的志向によ

る差別の禁止を徹底する」、「選手育成の観点から、

YOG の使命や位置づけや財源などの見直し」、スポ

ーツを通じた教育観点では、「国連教育科学文化機

関（UNESCO）との連携」などといった非常に多岐

にわたる内容である。また、これまでの IOC の会

議においては、IOC の活動反対派をパネラーとし

て登壇させるといった姿勢は見られなかったが、

過去のオリンピック大会の開催都市ならびに今後

予定されている大会の関係者らと、2024 年の大会

招致に名乗りを上げていたボストンの反対派グル

ープである「No Boston Olympics」との議論に現

れるように、これからの IOC ならびに開催都市は

あらゆる人々に説明責任を果たしながらオリンピ

ックを実施しようとする姿勢がみられたのは、時

代の趨勢かも知れない（写真 26）。 

写真 26 オリンピック大会の開催都市関係者に

よる議論 

 

さらに SUSTAINABILITY のセクションでは、「スポ

ーツによる持続可能性」と題し議論がされた。パ

ネラーの一人には2017年よりIOCの公式カーボン

パートナーに選ばれた DOW から、テクノロジー&

サステナビリティ部門のディレクターが加わり、

IOC の活動やオリンピック・ムーブメントに関連

する二酸化炭素排出量を相殺するための、世界規

模の二酸化炭素削減プログラムが紹介された。さ

らにイベントに関するライフサイクル全体におけ

る温室効果ガスの排出量を「見える化」し、カー

ボンフットプリントとして算定する意義と展望に

ついて語られた。オリンピックの開催に伴い、排

出量の把握や対策の実施は、持続可能な社会に対

する大会の義務になると考えられる。立候補段階

からカーボンフットプリント量を概算、把握し、

それに対する削減対策を具体的に提示することは、

開催地となる上で重要な観点の一つになると考え

られる。今後 IOC をはじめ、オリンピックを取り

巻くステークホルダーを巻き込んだ環境対策には

真剣に、そして速やかに向き合わなければならな

いことが確認された。 

 



大津克哉 

東海大学紀要体育学部 108 

Ⅵ. まとめ 

今回の研究では、2018 年 10 月に行われた YOG で

展開された文化・教育プログラム「AEP」について

着目し、会場の視察を通じて、プログラムの現状

を調査、把握するとともに問題点を明らかにした。

さらに YOG 大会前に開催された「Olympism in 

Action Forum」から、今後の YOG が果たす役割や

スポーツと持続可能性についての展望について検

討した。 

YOG の開催は、オリンピック憲章に掲げられた

IOC の使命、すなわち「オリンピズムを世界中に

広め、オリンピック・ムーブメントを指導するこ

と」に応える絶好の機会であることは間違いない。

例えば、これまでの YOG の夏季・冬季大会では、

競技の参加だけにとどまらず、オリンピズムにつ

いて理解を深める「文化・教育プログラム」の中

に、昨今問題となっている環境問題の解決に向け

て、ゲーム形式などで楽しく学べる機会が提供さ

れていた。しかし、環境の保護など、地球規模の

問題への取り組みに貢献するための啓発を促すプ

ログラムとして位置づけていたものが、本大会で

は開会式式典における演出プログラムと同様、取

り扱いは無かった。 

今日の「持続可能性」の概念は、環境負荷の最小

化や自然との共生、環境意識の啓発など、従来の

環境的側面だけではなく、人権や労働環境への配

慮、サプライチェーンの管理に至るまで、意義が

拡大していることが分かる。オリンピックはこれ

までメガイベントとして肥大化していった一方で、

大会開催自体が環境負担を高めている現状を考え

ると、 IOC がいくら理想的な啓発活動を行っても、

オリンピックの理念そのものを救済するには至っ

ていない。そのために、世界に向けて健全な環境

の必要性に対する認識を高め、徹底することが、

より一層求められる。 

また参加選手へ展開される AEP について、日本選

手団は、特に語学の問題で引っ込み思案なところ

が心配されていたが、日本のヤングチェンジメー

カーのヒアリングからは、最近では海外を転戦す

る選手も多く、積極的にコミュニケーションを取

れるようだ。徐々に YOG 出身者が通常のオリンピ

ック大会に参加する機会も増えてきている。その

ために、早期からオリンピズムを正しく理解し、

若きロールモデルとして活躍できるオリンピアン

像が期待される。選手たちにおいては、競技その

ものの感想はもちろんであるが、選手村での交流

や AEP で体験した楽しさや発見など、現地で感じ

た様々なことを周囲の人たちに伝えることが代表

選手として本大会に参加した者に与えられたミッ

ションといえる。YOG 出身者のオリンピアンが次

世代のリーダーとなり、オリンピック・ムーブメ

ントを広めることで、彼ら自身がレガシーになっ

ていくものと考える。 

こうした若い世代へのオリンピック教育の重要

性を認識し、継続した実践を重ねていくことが

YOG に求められる役割であり、YOG 大会組織委員会

が実践的かつ戦略的な計画を立て、IOC もそれを

支援することが「オリンピックの持続可能性」と

いった未来への展望をもたらすことになる。すな

わち、それらを推進していくことがクーベルタン

の理想を出発点とした、「スポーツを文化と教育と

融合する」というオリンピズムの指針を体現する

ことに繋がるのではないか。 

 

本研究は平成 28 年度〜32 年度 学術研究助成基

金助成金 基盤研究（C）（一般）を受けて行われた

ものである。 
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